
「ツイニ・トウトウ」小考

池田英喜

【キ ー ワ ー ド】 瞬間 ､ 過程 ､ 命題 ､ 話 し手 の 気持ち

1
. は じめに

日本語 に限らず外国語
'
a ) 学習が ある程度進んだ段 階では､ なんとなく違う感 じがするが ど

う違うの かがわからない とい っ た､ い わゆる類義表現 の使い分けが気になるもの で あるo 本

稿で は, ある事態の成立に大変な苦労を要 する ､ また長い 時間がかかると
い っ た話 し手の気

持ち ･ 判断とい っ たもの を表すとい われる類義表現 ､ ツイ ニ とトウトウとい う 2
つ の副詞 に

つ い ての 小考を試み る ｡

2 . 先行研究

たとえば以下の 文で は､ ツイ ニ を用い て もトウトウを用い て もほぼ同 じ意味を表 して い る

と考えられる ｡ しか し実際にはこ の両者に文の中で 出会 っ たときにはそこ
に何らかの 異なる

ニ ュ ア ンス を読み とっ て い る感 じが ある｡

( 1) あい つ も( ツイ ニ/トウトウ‡父親か ｡

長嶋(1 9 8 2) は､ ｢ ツイ ニ は､ トウトウに 比べ て ､ ある ( 事態( 状態) の実現の 瞬間に注目す

る> の に対 し､ トウトウは､ ( 事態( 状態) が実現する過程に注目する) と言えようo さら
に､

トウトウには､ い わば｢ 粁余曲折を経て+ とい っ た ニ ュ ア ンス が伴う｡

を挙げて い る｡

) として次 の例( 注1)

( 2) 労使の交渉が決裂 して ツイ ニ ストに突入 した｡

( 3) 労使の 交渉が決裂 して トウトウス トに突入 した｡

(4) 三浪の彼もツイ ニ 難関を突破 した｡

(5) 三 浪の彼もトウトウ難関を突破 した｡

日本語を母語とする人間にはなんとなくわか るが ､ 母語話者以外に説明するときの 説得力
に

欠ける ｡

また､ 森田( 1 9 7 7) の説明を受けて ､ 大里( 1 9 8 6) は
｢ ｢ - ナイ+ などの 否定形式を伴っ た文に

はツイ ニ が 出現するの が普通である ｡ こ の ツイ ニ の 代わりに トウトウを代用するこ とはほと

んど容認されない ｡ + と､ かなり強引とも言える説明を行 っ て い るが､ これには異議 を唱え

ざるを得 ない ｡ 以下に大里 の 例文をその まま引用する ｡

( 6) も し平目が生きて い たら､ 自分の 今と同 じように家族にか こ まれてテ レ ビを見､ 何げな
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い 会話をかわ して い たろう'b ) o だが ､ あの時 ､ 自分 と同じ年令で戦死 した奴 . 戦病死 した奴

には そうい う人生は遂に与えられ なか っ た｡

( 7) 世間が期待する通りになろうとする人は遂に自分を発見 しない で しまうこ とが多い ｡

(例文の 下線はい ずれも池 田)

い ずれの例文も下線部の ｢ 遂 に+ をトウトウに置き換えて も特に不都合は感 じられない と思

うの だが｡ ちなみ に､ トウトウに置き換えた例は以下の通りで ある ｡

(8) も し平目が生きてい たら､ 自分の 今と同 じように家族 にか こ まれ てテ レ ビを見 ､ 何げな

い会話をかわ して い たろうか ｡ だが ､ あの 時､ 自分と同じ年令で戦死 した奴 ｡ 戦病死 した奴

にはそ うい う人生は トウトウ与えられなか っ た｡

( 9)世間が期待する通り になろうとする人はトウトウ自分を発見しない で しまうこ とが多い ｡

3 . 考察

3 . 1 . ツ イ ニ = サイ ゴ ニ

助詞の｢ ハ + は､ ツイ ニ としか共起する こ とはなく､ トウトウとの共起は見 られない ｡

(1 0)免疫の 力を弱め る免疫抑制物質を出 したり､ 狙撃兵にあたる T リン パ球 を作 らせ ない仕

組みも持 っ て い るら しい ｡ 手を替え品を替え､ つ い には免疫細胞との 戦い に勝 ち抜 き､ 仲間

を増や して い く｡ ( A E R A 9 3 年5 月2 5 日号)

( l l) 笑い はい つ までもおさまらず､ 次第に大きくなっ て ､ つ い には少女の泣声 を覆 っ て しま
いま した｡ ( ｢ 壁 - S ･

カ ル マ 氏の犯罪+ 安部公房)

(1 2) 悪い病気 の ように毒が毒をよび毒を産み ､ つ い たは重 なりあい ､ 密集 して 互 い にひ しめ
きあい ､ 天も地も赤くなる｡ ( ｢ 無明長夜+ 吉田知子)

こ れらの例 に共通する の は ､ ツ イ ニ ハ が ｢ 最後には+ に置き換 えが可能だと言うこ とで ある ｡

( 1 3) 手を替え品を替え､ サ イゴ ニ ハ 免疫細胞との 戦い に勝ち抜 き､ 仲 間を増や して い く ｡

(1 4)笑い はい っ までもおさまらず､ 次第 に大きくな っ て ､ サイ ゴ ニ ハ 少女の 泣声を覆 っ て し
まい ま した｡

( 1 5) 悪い 病気の ように毒が毒をよび 毒を産み ､ サイ ゴ ニ ハ 重なりあい ､ ･ ･ ･

も し､ ツイ ニ バが常にサイゴ ニ ハ に置き換えが可能で あるならば､ 助詞｢ ハ + を除い たツイ ニ

がサイ ゴ ニ と同義である可能性が見出せ る o これが先行研究で森田( 1 9 7 7 ) ､ 長嶋( 1 9 8 2) ､ 大
壁(1 9 8 6) がみ な同様に ツ イ ニ にはく瞬間> の 含意がある とする所以で はない の か ｡ つ まり ､ あ
る

一

連の事象が終了するで あろうと思われ る限界点を話 し手が意識するときにツ イ ニ( = サ
イ ゴ ニ)が用い られるの で あり､ そ の限界点に瞬間の 含意が あるの は当然だか らである ｡

(1 6) ツイ ニ 雨が降り出 した｡

( 1 7) ツ イ ニ ハ 雨が 降り出した｡
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たとえば夏の 暑い 日に ､ 気温が どん どん高くなり ､ 雲が発達 し､ 空が暗くな っ て､ 最後 に雨

が降り出したとなれば､ 夕立が起こるまで の
一 連の事象の終 了限界である雨の降り始めがま

さにツイ ニ に よ っ て強調されて い ると言えよう ｡ もちろん実例にはツイ ニ とツイ ニ ハ があり､
一 連 の 事象が終了する限界点で あるこ とを話 し手が より強調 したければ､ おの ずとツ イ ニ ハ

が用い られ､ そ うで なければツイ ニ を用い ても､ トウトウを用 いて もかまわない ｡

また､ ツイ ニ はサイ ゴ ニ と同義で あると仮定すれば､ こ の両者が同時に用い られる ことは

ない だろうとい う予測が成り立 つ が､ はたして今 の ところはその ような例を発見できて はい

ない( 注2) ｡ ま っ たく見 つ からないわけで はない だろうが ､ ( 2 1 )( 2 3) のように ツイ ニ の例 に

サイ ゴ ニ を追加 して み ると違和感 を覚える ｡ トウトウに関 して はもちろんこ の ような制限は

なく ､ 実例も容易に見 つ かる｡

( 1 8) たぶん､ 顔を ご しご しこ す っ たり､ 小鼻 の わきをぴくぴくさせ たり ､ とうとう最後 には

こ らえ切れずに ､ 例の ゲラゲラ笑 い にな っ たに相違ない ･ ･ ･ ･ ･ ･

0 ( ｢ 少年の橋+ 後藤紀
-

)

( 1 9) あの冬は仕事がなくて ､ おまけに病気 して ､ とうとう最後 にはパ ンを買うお金もなくな

っ て ね､ ･ ･ ･ ( ｢ 寅さん+)

( 2 0) ･ ･ ･ 小鼻のわきをぴくぴくさせ たり､ ツイ ニ ハ こ らえきれずに､ -

( 2 1) ? ･ ･ ･ 小鼻の わきをぴくぴくさせ たり､ ツイ ニ サイ ゴ ニ ハ こ らえきれずに ､ -

( 2 2) あの冬は仕事が なくて ､ おまけに病気 して ､ ツイ ニ ハ パ ンを買うお金もなくな っ て ね

(2 3) ? あの冬は仕事がなくて ､ おまけに病気して ､ ツイ ニ サイゴ ニ ハ パ ンを買うお金もなく

な っ てね

3 .2 . - テ シ マ ウとの 共起

ツイ ニ ･ トウトウはともに - テ シ マ ウと共起しやすい こ とが､ ヤ ッ ト ･ ヨ ウヤクとの比較

におい て大里( 1 9 8 6) で は述 べ られて い る｡ ただ し､ こ の い ずれが - テ シ マ ウとより共起 しや

すい か とい っ た記述はない ｡ 本稿で は､ 限られた例文の 中か らではあるが､ - テ シ マ ウとの

共起に つ い て 一 定 の傾向があるように思われ るの で
一

応記述 しておく 0

も しもツイ ニ とトウトウに取り立てて大きな意味の違い がない ので あれば､ 両者ほぼ同じ

割合で ､ - テ シ マ ウと共起 して出現するはずである ｡ 以下の表は - テシ マ ウとの共起の 割合

をツ イ ニ とトウトウで 比較 したもの である ｡ これを見ればトウトウの 方が明らか に - テ シ マ

ウと共起 しやすい こ とがわかる ｡

総出現数 : a - テ シ マ ウとの 共起 : b b / a

ツイ ニ 1 2 3 例 1 0 例 8 %

トウトウ 2 2 9 例 5 8 例 2 5 %

前言のとおりデ ー タの数が少ない ので ､ 当然これだけで は断言で きない が､ 両者を選び出し

たテ キス トには同 じもの を使用 しており､ 8 % と2 5 % とい う比率の差は明らか にツ イ ニ
･ ト

ウトウが持つ 意味の差を反映 して い ると思われる . よ っ て こ れらが単 に例えば文体差とい う

も の から生 じたとは考えにくい ｡
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- テ シ マ ウ自体はある事象が起 こ っ たとき､ それが残念で あるとか､ しなければよか っ た

と後悔 して い るとか い う話 し手の気持ちを表 して い る表現で あるこ とから､ トウトウはこう

い っ た話 しての 気持ちとより結び つ きやすい と言えよう｡

4 . まとめ

以上の 考察をまとめ ると､ 以下のようになる ｡

ツイ ニ

最後にとい う意味で 用い られる こ とが多い ｡ その ため､ ツイ ニ サイ ゴ ニ とい っ た

使い 方をするこ とはあまりない ｡ 最後とい う意味を強調する場合はツイ ニ ハ となり､

助詞の ｢ ハ + をともな っ て 出現する こ とがで きる｡ 最後で あるとい うの は､ 気持ちよ

りも事実である ｡ よ っ て ､ ツイ ニ は モ ー ダル な表現で ありなが らも ､ どちらか と言

えば命題 そのものとの結び つ きが強い ｡

トウトウ :

最後とい う意味は特にも たない ｡ - テ シ マ ウと共起するこ とが比較的多く､ その場

合は残念だとか ､ しな ければよか っ たとい う後悔の 気持ちを強調する こ とになる｡

その 点におい て ､ ツイ ニ が命題との結び つ きが比較的強い表現で あるの に対 して ､

話 し手の気持ちとより結び つ い た表現だと言える ｡

デ ー タが増えればもう少 し違 っ た振る舞 い を見せ るかも しれない が､ 現時点で は以上の よ

うにまとめ られよう｡ 少なくとも こ の 両者に つ い て ､ 瞬間や過程とい っ た抽象的な説明より

は現実的な説明がこ れにより可能になると思われ る｡

注1 : 例文(2)
-

( 5) はす べ て長嶋(1 9 8 2) か ら引用｡

注2 : 手元にある実例の数はトウトウ2 2 9 例 ､ ツイ ニ 1 23 例とまだ数が少ない ので ､ こ

れだけで結論を出すの はもちろん危険ではあるが ､

が違うと説明するよりは説得力があると考える｡

【利用 したテ キス トデ ー タ】

『芥川全集第第
一

巻 - 十三巻､ 第十五巻』 文萎春秋社

『ア エ ラ』 1 9 9 3 年5 月2 5 日号 朝日新聞社

『シナ リオ ｢ 寅さん+ シリ ー ズ』

根拠を出さずに ただニ ュ ア ンス
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